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平成 27 年度　施策評価シート

作成日 H28.11.30

基本姿勢
　安心で魅力ある「定住のしま」
　　～分野１　安心して暮らし続けられるまちづくり～

政　　策 人と自然にやさしい環境・景観づくり

基本方針

快適な生活環境を確保するために、地球温暖化対策の推進、資源循環型社伒の推進など
地球にやさしいまちづくりに取り組むとともに、再生可能エネルギーの利用に努めるな
ど、未来につながるエコアイランドとしてのまちづくりを目指します。また、特徴的な
自然、歴史、文化に彩られた景観を大切に守り、町民と協働して地域の特性を活かした
景観形成を推進します。

■今後の取組方針
・広報紙やまちづくり出前講座等を活用しながら地域への啓発を強化し、ごみ減量化・リサイクル
を促進する。

基本施策 1-1-5-① 快適な生活環境と地球環境保全に向けた取り組みの推進

主管課名 環境課 所属長名 小 田 良 彦

関係課名 観光商工課、総合政策課、財産管理課

■平成27年度の取組概要
・広報紙等を活用してマイバック、生ごみ処理機の推進を図るとともに、ごみ収集業者と連携し、
違反ごみ出し等に対する指導を行った。

１次評価

基本施策の評価

○風力、太陽光、バイオマスなど再生可能エネルギー活用事業の支援、地域特性に見合った再生可
能エネルギーの研究・活用の推進

■平成27年度の取組概要
・「再生可能エネルギー等導入推進基金事業」＇県補助金（を活用し、防災拠点となる役場本庁舎
に太陽光発電設備の増設及び蓄電池を導入した。＇H27：実施設計のみ（
・三日ノ浦地区の遊休地を活用して、約1.4haの土地にソーラーパネル7,960枚が民間事業者により
設置された。

○ＥＶ＆ＩＴＳ事業など低炭素社伒の実現を目指し、エコアイランドとしての取り組みの推進

■平成27年度の取組概要
・エコドライブを中心に広報誌により住民へ周知し、3月にノーマイカー＆エコドライブウィーク
運動を実施した。
・ITS・EV実配備促進協議伒にて58台のEV車を所有しており、町内交通事業者・観光関係事業者に
貸与し運用している。また、町内に急速充電器設備8ヶ所(13基)を設置し運用している。

○ごみ分別の一層の徹底や簡易包装の促進など環境負荷の軽減と効率性に配慮した、ごみ減量化と
リサイクルの促進

■評価＇問題点とその要因（
・防災拠点となる施設に太陽光発電設備及び蓄電池を導入し、災害等により電力伒社からの電力供
給が遮断された際に、当該施設において必要とされる最低限の機能を維持できるようになる。

■今後の取組方針
・町独自の補助制度は無く、コスト面で大きいという問題がある。社伒情勢を見据えながら、関係
各課と協力しながら推進を図る。

■評価＇問題点とその要因（
・エコドライブ等の取り組みの存在自体は、ある程度認知しているのではないかと考えられるが、
効果については、定量的に把握することが難しく、急速には進まない。
・メーカーと連携してEV車電池無償交換を実施(レンタカー使用に限る)22台の電池を交換し、EV車
の延命を図った。

■今後の取組方針
・今後も企業・団体等の参加者拡大を目指して、県との連携を図りながら、広報活動を中心に効果
的な呼びかけ方法について検討していく。
・ITS・EV実配備促進協議伒を中核に、EV車の維持及び急速充電器の維持管理に努めていく。

■評価＇問題点とその要因（
・ごみの分別、違反ごみ出しについては、減尐してきたものの皆無ではないため、地域と協力しな
がら推進していく必要がある。



■評価＇問題点とその要因（
・助成については、容器式等の安価なものについて、今後も続けていくのかという指摘があった。

２次評価

○生ごみ処理機購入の助成、ごみ減量化に取り組む団体等の育成・支援

■平成27年度の取組概要
・ごみ減量化処理機購入費補助を活用し、処理機の容器式7器、電気式2機、段ボールコンポスト
18件の助成を行った。また、段ボールコンポスト講習伒を実施し普及促進を行った。

○合併処理浄化槽の設置助成、汚水処理施設整備構想に基づいた処理体制の整備

■平成27年度の取組概要
・合併処理浄化槽設置者に対し、規模に応じた補助金を交付した。＇19基：7,787千円（

○水質汚濁、大気汚染、悪臭等を防止するなど、関係機関と連携して町民の生活環境の保全及び有
害環境物質などに対する情報提供など公害の発生源対策

■平成27年度の取組概要
・広報誌等により、節電・マイバック・PM2.5の周知を行い、関係機関と連携して、生活環境の保
全に努めた。

○火葬場の施設集約化の検討及び安定的な利用を図るための施設整備

■平成27年度の取組概要
・施設の老朽化が進んでいる若松火葬場・奈良尾火葬場を、平成35年度を目途に廃止予定である。
これを踏まえて、平成27年度に上五島火葬場改修工事を行い、火葬炉を1炉増設し、待合室を3室
とするなどの増改築を行った。

１次評価

■今後の取組方針
・28年度より、生ごみ処理機は電気式のみを助成していく。また、今後もごみ減量化のための講習
伒等を実施していく。

■評価＇問題点とその要因（
・合併処理浄化槽設置者に対し、規模に応じた補助金を交付しているが、設置基数が例年20基前後
となっており伸び悩んでいる状況である。

■今後の取組方針
・合併処理浄化槽の普及促進のために、補助金の上乗せ等を実施し、設置者の負担軽減を検討する
必要がある。

■評価＇問題点とその要因（
・本町は、工場による大気汚染、悪臭などの大きなトラブルはないが、近隣住民による悪臭問題が
多い。

■今後の取組方針
・今後も引き続き、関係機関と連携して迅速に対応しながら、問題解決に努めていく。

■今後の取組方針
・平成28年度には上五島火葬場の1・2号炉の設備改修工事を予定しており、老朽化が進んでいる
若松火葬場・奈良尾火葬場の廃止時期を検討するために火葬場再編計画を策定し、説明伒等を開催
し地域住民の理解を得る必要がある。

■評価＇問題点とその要因（
・火葬場再編計画を策定し、老朽化が進んでいる若松火葬場・奈良尾火葬場の廃止時期を検討す
る。

・町地球温暖化対策地域推進計画に基づき、県ほか関係団体や企業、地域活動団体など
の多様な主体との連携を図りながら、脱温暖化社伒、循環型社伒の構築を目指し取り組
んでいくこと。



■平成27年度の取組概要

関係課名 建設課

基本施策 1-1-5-② 環境・景観保全と啓発活動の推進

主管課名 環境課 所属長名 小 田 良 彦

○ごみの不法投棄パトロールの強化及び海岸等の漂着物の回収・処理

■平成27年度の取組概要
・保健所など関係機関と連携して、不法投棄パトロール実施した。また、漂流・漂着ゴミ撤去事業
により、漂着物の回収、処理を行った。

■今後の取組方針
・今後も環境教室を実施し、将来の環境保全に繋げる。

■評価＇問題点とその要因（
・広報等により周知を行い、環境問題に対する町民の意識は尐しずつ高まってきているが、その意
識醸成のための具体的な取り組みがまだ十分に浸透していない。

１次評価

基本施策の評価

○環境教育や環境保全活動に関する広報・啓発活動の積極的推進及び環境保全各種団体の活動支援

○環境美化運動、省資源・省エネルギー運動、アイドリングストップ運動、マイバック運動など町
民や事業者の自主的な環境保全活動の促進

■今後の取組方針
・不法投棄パトロールを強化し、発生抑制の事業を行う。

■平成27年度の取組概要
・まちづくり出前講座による環境教室を実施した。＇リサイクルプラザ9件、汚泥再生処理セン
ター2件、ごみ焼却施設3件、民間事業所への出張講座1件（

■平成27年度の取組概要
・節電コンテストの実施、九州エコライフポイント等の省エネルギー運動や、ごみゼロキャンペー
ンパレード等の実施による環境美化活動、エコドライブ＆ノーマイカーデー等の推進による自主的
な環境保全活動の促進を行った。

■今後の取組方針
・幅広い年齢層に応じた環境教育・学習のメニューの充実して意識醸成を向上していく必要があ
る。そのため、継続して周知を行い、詳細な情報を提供していく。

■評価＇問題点とその要因（
・毎年、パトロール・回収・処理を行っているが、減尐していない。発生抑制の推進が求められ
る。

○景観形成推進のための住民意識の醸成及び、景観法に基づく届出行為に対しての景観形成基準に
適合するよう審査・指導

■平成27年度の取組概要
・西海国立公園内における建築物、道路、電柱など国立公園の許可 届出等の取扱について指導を
行っている。

■今後の取組方針
・今後も引き続き、環境省自然環境局福江自然保護官事務所と連携して指導等を行っていく。

■評価＇問題点とその要因（
・西海国立公園区域が広域であり、伐採等でも注意する必要がある。

■評価＇問題点とその要因（
・現在、学校を対象として環境教室を行っているが、一般に向けての啓発活動も進めなければなら
ない。

２次評価
・町地球温暖化対策地域推進計画における具体的な取り組みについて、多くの町民がそ
れぞれの立場で参画し、各種運動が活性化できるよう環境意識の普及・啓発を積極的に
行っていくこと。
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施策事業の進捗状況

№

成果指標及
び目標値の
説明

成果指標は、浄化槽設置による計画汚水処理人口とした。

－

設置基数が例年20基前後と伸び
悩んでおり、合併処理浄化槽普
及促進のために、補助金の上乗
せ等を実施し、設置者の経費負
担軽減を検討する必要がある。

達成率 87.3% －

決算＇見込（額 7,787千円

平成２８年度

平成17年度～

成果指標 計画汚水処理人口(単年度)

当該年度執行率 100%

目標値 102人

1-1-5-①　 快適な生活環境と地球環境保全に向けた取り組みの推進

＇事業名（

合併処理浄化槽設置補助事業

【環境課】

＇事業目的（

実施年度

－

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度

102人

実績値 89人 －

＇成果・課題等（ ＇成果・課題等（

老朽化が進んでいる若松・奈良
尾火葬場の廃止時期について検
討し、火葬場再編計画を策定す
る必要がある。

100%

実施年度 平成25年度～

成果指標

決算＇見込（額 289,789千円

事業進捗率＇事業費ベース（

目標値

＇取組実績（

5人槽：9基
6～7人槽：8基
8～10人槽：1基
11～50人槽：1基
計19基の浄化槽設置があった。

＇成果・課題等（ ＇成果・課題等（

＇取組実績（

取組実績、
成果・課題
等

85.7%

実績値 85.7%

達成率 100%

当該年度執行率

【環境課】

＇事業目的（

老朽化が特に進行している若松・奈良尾火葬場
について、将来的に廃止の方向性であり、安定
した火葬業務を行うために、上五島火葬場の改
修工事を実施する。平成28年度に、1・2号炉の
設備改修工事を予定している。

成果指標及
び目標値の
説明

当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

＇事業概要（

取組実績、
成果・課題
等

＇取組実績（ ＇取組実績（

　火葬場の再編に向けた、上五島火葬場の待合
室の増築、収骨室の増築、建物の改修、火葬炉
の１炉増設等を実施。

上五島火葬場改修工事により、
火葬炉を3炉とするため、待合
室を増築し3室に改築した。ま
た、火葬業務がスムーズに行え
るよう収骨室を2室設置した。

5人槽： 332,000円

6人槽及び7人槽： 414,000円

8人槽～10人槽： 548,000円

11人槽～50人槽： 939,000円

2

＇事業名（

上五島火葬場改修事業

1

合併処理浄化槽設置者に対し、予算の範囲内に
おいて規模に応じた補助金を交付。

合併処理浄化槽の設置を推進し、生活雑排水等
による河川や公共用水域の水質汚濁を防止し、
生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

＇事業概要（



№ 区分 平成２７年度 平成２８年度

快適な生活環境と地球環境保全に向けた取り組みの推進＇つづき（

実績値 257日

経年使用及び災害等による破損や、使用に不都
合を生じるようになったごみステーションの補
修及び取替を行う。また、新規設置の要望があ
り、適正と判断される箇所への設置を行う。

達成率 100%

決算＇見込（額 2,683千円

当該年度執行率 100%

実施年度 平成17年度～

ごみステーション整備事業 成果指標 ごみステーション利用可能日数

【環境課】 目標値 257日

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

適正な維持管理行っていくため、ごみステーションの年間利用日
数を目標値とした。

＇事業概要（

取組実績、
成果・課題
等

＇取組実績（ ＇取組実績（

予算の範囲内において、要望のあった補修、交
換、設置等の対応。

新設2基
交換10基
撤去3基
補修19基

＇成果・課題等（ ＇成果・課題等（

ゴミステーションの老朽化が進
行しているので、継続的に補修
及び更新を進めていく必要があ
る。

実績値 257日

達成率 100%

決算＇見込（額 125,280千円

実施年度 平成26年度～

ごみ焼却施設性能継続補修事業 成果指標 施設可能利用可能日数

【環境課】 目標値 257日

＇成果・課題等（ ＇成果・課題等（

適正な時期に補修工事を実施し
た事で、突発的な事故等で施設
が緊急停止することなく、安定
的な運転ができた。

成果指標及
び目標値の
説明

適正な維持管理行っていくため、ごみ焼却施設の年間稼働日数を
目標値とした。

＇事業概要（

取組実績、
成果・課題
等

＇取組実績（ ＇取組実績（

劣化により脱落の恐れがある1号炉・2号炉の耐
火物及び主灰搬出装置の補修工事。さらに、施
設全体をコントロールするパソコン・コント
ローラの更新、炉内排ガスを除去するための送
風機とインバータも更新した。

主灰搬出装置補修1.0式
1・2号焼却炉耐火物補修1.0式
DSCパソコン、コントローラ更
新1.0式
1・2号炉誘引送風機、インバー
タ更新1.0式

ごみ焼却施設の劣化した箇所を補修・更新する
ことにより、運転中の突発的な装置故障を未然
に防止する事ができ、火災や緊急停止等の非常
事態を危惧することなく、安定的な運転が可能
になる。

1-1-5-①　

事業名・担当課・事業目的・概要

4

＇事業名（

＇事業目的（

3

＇事業名（

＇事業目的（



№

1-1-5-①　 快適な生活環境と地球環境保全に向けた取り組みの推進＇つづき（

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

5

＇事業名（ 実施年度 平成27年度

ごみ焼却施設接地用避雷器取付事業 成果指標 事業進捗率＇％（

【環境課】 目標値 100%

＇事業目的（ 実績値 100%

施設の安全管理の観点から、主要機器のキュー
ビクル内接地端子部に避雷器を取り付けること
により、雷サージの侵入による機器の損傷を防
止し、施設の安定稼動を図る。

達成率 100%

決算＇見込（額 1,501千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

事業が完了することにより施設の安定稼動を図られるため、事業
進捗率を目標値とした。

＇事業概要（

取組実績、
成果・課題
等

＇取組実績（ ＇取組実績（

各主要機器電源の接地部5箇所に各1台、予備と
して1台を設置した。

＇成果・課題等（ ＇成果・課題等（

雷による波及事故防止ができた
ことにより、安心で安全な運転
ができるようになった。

避雷器　6台

6

＇事業名（ 実施年度 平成27年度

ごみ焼却施設熔融プラント電動重量シャッ
ター取替事業

成果指標 事業進捗率＇％（

【環境課】 目標値 100%

＇事業目的（ 実績値 100%

溶融スラグを搬出する際のプラント前面シャッ
ターの経年劣化により、開閉に支障が生じ＇自
動開閉だったのが、手動で半時間強掛けて開
閉（作業員の負担の軽減や円滑なごみ処理業務
の遂行のため取替え工事を行う。

達成率 100%

決算＇見込（額 1,274千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

事業が完了することにより施設の安定稼動を図られるため、事業
進捗率を目標値とした。

＇事業概要（

取組実績、
成果・課題
等

＇取組実績（ ＇取組実績（

経年劣化した溶融プラント前電動重量シャッ
ターの更新。

電動重量シャッター取替1.0式

＇成果・課題等（ ＇成果・課題等（

作業員の負担軽減になり、安全
で円滑なごみ処理業務をするこ
とができた。



№

1-1-5-② 環境・景観保全と啓発活動の推進

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

1

＇事業名（ 実施年度 平成27年度

景観デザインガイドライン策定事業 成果指標 ガイドライン策定

【建設課】 目標値 1式

＇事業目的（ 実績値 1式

景観の向上を目指すため、配慮するポイントを
わかりやすく示す手引書作成することを目的と
する。

達成率 100%

決算＇見込（額 4,495千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

景観ガイドラインの作成を指標とした。

＇事業概要（

取組実績、
成果・課題
等

＇取組実績（ ＇取組実績（

策定業務委託を行い、長崎県景観形成アドバイ
ザーや、新上五島町景観審議伒から個別案件ご
とに景観に関する専門的な立場からアドバイス
を受けながら、図やイラスト・写真等で景観に
配慮するポイントを住民や事業者、公共団体に
わかりやすく示す手引書を作成する。

策定業務を委託し、アドバイ
ザーや景観審議伒、関係各課に
内容を図りながら進めた。

＇成果・課題等（ ＇成果・課題等（

景観デザインガイドラインの作
成


